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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

 

本アンケート調査は、みよし市在住の１６歳以上の市民に対して、こころの健康づくりに関する現状

や考えを伺い、総合的なこころの健康づくりを推進するための基礎資料を得るために実施しました。 

 

２ 調査対象及び調査方法 

 

調査対象者：市内在住の１６歳以上の男女２，０００人（無作為抽出） 

調査方法 ：郵送配布・郵送回収（ＷＥＢでの回答も可） 

調査期間 ：令和５年９月１５日から９月３０日まで 

 

３ 回収状況 

 

配布数 
有効回収数 

（紙） 

有効回収数

（WEB） 
有効回収数計 有効回収率 

2,000件 610件 220件 830件 41.5％ 

 

４ 調査結果の表示方法 

・ 回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基準とした百分率（％）で示してある。また、小数点以下第２位

を四捨五入しているため、内訳の合計が１００．０％にならない場合がある。 

・ 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になる

ため、回答比率の合計が１００．０％を超える場合がある。 

・ 本報告書中の表、グラフ等の見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に

省略して掲載している場合がある。 
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Ⅱ 調査結果 

 

１ あなたの健康と普段の生活について 

 

問1． あなたの現在のからだの健康状態についてどのように感じていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

図表１【問１】からだの健康状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「健康である」（３１.６％）と「おおむね健康である」（５３.７％）を合わせた『健康』である人は

８５.３％となっています。年代別で見ると「健康である」の割合は年齢が高くなるにつれ低くなる

傾向にあります。 

    (%)

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

31.6 

33.3 

30.5 

82.6 

46.4 

44.0 

40.5 

26.8 

28.0 

15.8 

53.7 

53.3 

54.1 

100.0 

13.0 

44.9 

45.1 

50.0 

57.3 

62.2 

60.4 

12.2 

11.2 

13.3 

7.2 

11.0 

8.7 

13.4 

9.8 

18.8 

2.2 

2.1 

2.0 

4.3 

1.4 

0.8 

2.5 

5.0 

0.4 

0 20 40 60 80 100

健康である おおむね健康である あまり健康でない 健康でない 無回答
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問2． あなたの現在のこころの健康状態についてどのように感じていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

図表２【問２】こころの健康状態 

 

 

 

  

「健康である」（３３.９％）と「おおむね健康である」（４８.１％）を合わせた『健康』である人は

８２.０％となっています。年齢別でみると２０歳代のみ『健康』である人の割合が８０％以下とな

っています。 

　(%)

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

33.9 

38.9 

29.6 

69.6 

39.1 

36.3 

27.8 

29.9 

36.4 

32.7 

48.1 

46.1 

50.2 

50.0 

17.4 

36.2 

45.1 

55.6 

50.3 

51.7 

49.5 

15.2 

13.1 

17.4 

13.0 

17.4 

16.5 

15.9 

16.6 

10.5 

15.3 

2.3 

1.9 

2.3 

50.0 

7.2 

2.2 

0.8 

2.5 

0.7 

2.5 

0.6 

0.5 

0.6 

0.7 

0 20 40 60 80 100

健康である おおむね健康である あまり健康でない 健康でない 無回答
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問3． あなたは、この１か月間くらいで、十分に睡眠がとれていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

図表３【問３】睡眠 

 

 

 

 

 

 

  

「十分にとれている」（２５.５％）と「おおむねとれている」（５１.８％）を合わせた『睡眠がとれ

ている』人は７７.３％となっています。年代別でみると３０歳代で「あまりとれていない」が２７.

５％と他の年代より高く、５０歳代で「とれていない」が５.１％で最も高くなっています。 

　    (%)

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

25.5 

27.7 

23.1 

100.0 

47.8 

37.7 

19.8 

24.6 

19.1 

24.5 

27.7 

51.8 

52.3 

51.8 

43.5 

39.1 

52.7 

54.8 

54.1 

52.4 

52.5 

20.5 

18.4 

22.9 

8.7 

21.7 

27.5 

19.0 

21.7 

21.0 

18.8 

1.9 

1.6 

2.3 

1.4 

1.6 

5.1 

2.1 

1.0 

0.2 

0 20 40 60 80 100

十分にとれている おおむねとれている あまりとれていない とれていない 無回答
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問4． あなたは、この１か月間くらいで、十分に休養がとれていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

図表４【問４】休養 

 

 

 

 

 

 

  

「十分にとれている」（２９.５％）と「おおむねとれている」（４７.２％）を合わせた『休養がとれ

ている』人は７６.７％となっています。年代別でみると、３０歳代で『休養がとれていない』人(「あ

まりとれていない」と「とれていない」を合わせた割合)が他の年代よりも高くなっています。 

　    (%)

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

29.5 

30.4 

28.1 

43.5 

34.8 

25.3 

20.6 

22.9 

30.1 

37.1 

47.2 

47.7 

47.5 

50.0 

52.2 

31.9 

34.1 

49.2 

54.1 

52.4 

49.0 

19.8 

17.9 

21.9 

27.5 

36.3 

27.0 

19.1 

16.1 

11.9 

3.0 

3.5 

2.5 

50.0 

4.3 

5.8 

4.4 

3.2 

3.8 

0.7 

1.5 

0.5 

0.5 

0.7 

0.5 

0 20 40 60 80 100

十分にとれている おおむねとれている あまりとれていない とれていない 無回答
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問5． あなたは生きがいがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

図表５【問５】生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ある」が８５．７％、「ない」が１２．８％となっています。 

年代別で見てみると、４０歳代で「ある」の割合が９０．５％と唯一９０％を上回っています。 

 

　    (%)

合計 N=830

男 N=442

女 N=2

その他 N=23

16～19歳 N=91

20歳代 N=126

30歳代 N=157

40歳代 N=143

50歳代 N=202

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

85.7 

89.1 

83.3 

50.0 

82.6 

82.6 

84.6 

90.5 

88.5 

88.8 

82.2 

12.8 

10.7 

14.5 

50.0 

17.4 

17.4 

15.4 

8.7 

10.8 

10.5 

14.4 

1.6 

0.3 

2.3 

0.8 

0.6 

0.7 

3.5 

0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答
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【問５で「１ ある」と回答した方におたずねします】 

問 5-1．あなたが生きがい（喜びや楽しみ）を感じるのはどのような時ですか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

 

 

 

 

 

図表６【問５-１】生きがいを感じる時 

 

 

 

 

 

 

  

「おいしい物を食べている時」が６３．６％と最も高く、次いで「家族と団らんのとき」（５４．７％）、

「趣味やスポーツに熱中している時」（５３．９％）と続いています。 

  （ ％）

63.6 

54.7 53.9 

47.7 

42.3 

36.8 

31.8 31.2 
28.8 28.1 

10.0 9.1 

2.1 
6.6 

0.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

お
い
し
い
物
を
食
べ
て
い
る
時

家
族
と
団
ら
ん
の
と
き

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
て
い
る
時

友
人
や
知
人
と
食
事
、

雑
談
を
し
て
い
る
時

旅
行
に
行
っ
て
い
る
時

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、

ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
時

夫
婦
団
ら
ん
の
と
き

他
人
か
ら
感
謝
さ
れ
た
時

仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
る
時

収
入
が
あ
っ
た
時

勉
強
や
教
養
な
ど
に
身
を
入
れ
て
い
る
時

社
会
奉
仕
や
地
域
活
動
を
し
て
い
る
時

学
校
に
行
っ
て
い
る
時

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

N=830
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問6． あなたは、この１年間で、地域のどのような活動に参加していますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

 

 

 

 

 

 

図表７【問６】地域活動 

 

 

 

 

 

  

１年間で参加した活動としては、「環境美化活動」（３２．７％）が最も多く、次いで「祭りなどの伝

統的な活動」（１２．２％）、「自治会活動」（１０．７％）となっています。 

一方、「参加したことがない」人の割合は４０．１％になりました。 

  （ ％）

32.7 

12.2 
10.7 

7.7 7.1 6.4 
5.2 

4.0 3.7 
2.4 2.0 

40.1 

3.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

環
境
美
化
活
動

祭
り
な
ど
の
伝
統
的
な
活
動

自
治
会
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

防
災
・
防
犯
活
動

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動

・
サ
ー
ク
ル
活
動

地
域
の
趣
味
・
教
養
の
ク
ラ
ブ

・
サ
ー
ク
ル
活
動

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

子
ど
も
会
活
動

そ
の
他

参
加
し
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

N=830
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２ 悩みやストレスについて 

 

問7． あなたはこの１か月間に日常生活で不満、悩み、苦労、ストレスなどがありましたか。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

図表８【問７】ストレスなど 

  

「おおいにある」（１５.７％）と「多少ある」（５６.３％）を合わせた『ストレスがある』人の割合

は７２.０％となっています。また、男性よりも女性の方が『ストレスがある』人の割合が高くなっ

ています。年代別でみると、２０歳代～５０歳代は『ストレスがある』人の割合が高くなっています。 

     (%)

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

15.7 

14.9 

16.5 

50.0 

17.4 

21.7 

24.2 

19.0 

21.0 

11.2 

5.9 

56.3 

50.7 

61.8 

50.0 

52.2 

59.4 

60.4 

64.3 

58.6 

51.7 

52.0 

20.5 

25.9 

15.4 

17.4 

7.2 

11.0 

13.5 

15.9 

30.1 

30.2 

4.3 

5.9 

2.9 

8.7 

8.7 

2.2 

3.2 

4.9 

6.4 

2.2 

1.6 

2.7 

4.3 

2.9 

2.2 

2.4 

1.4 

4.0 

1.1

1.1

0.7

0.8

1.3

0.7

1.5

0 20 40 60 80 100

おおいにある 多少ある あまりない まったくない わからない 無回答
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問8． あなたは日常生活の不満、悩み、ストレスを解消するためにどのようなことをしますか。（あて

はまるものすべてに◯） 

 

 

 

 

 

 

図表９【問８】ストレス解消法 

  

「食べる」（４４.８％）が最も多く、次いで「趣味を楽しむ」（４０.０％）、「寝る」（３８.１％）、

「話す」（３６.７％）「テレビ、映画、ラジオをみたり、聞いたりする」（３４.８％）となっていま

す。 

  （ ％）

44.8 

40.0 
38.1 

36.7 
34.8 

31.8 

27.2 

21.4 
19.2 

9.2 

5.5 

2.5 
4.6 

6.5 

2.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

食
べ
る

趣
味
を
楽
し
む

寝
る

話
す

テ
レ
ビ
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
を

み
た
り
、
聞
い
た
り
す
る

買
い
物
を
す
る

運
動
を
す
る

お
酒
を
飲
む

旅
行
を
す
る

歌
う

タ
バ
コ
を
吸
う

ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
す
る

そ
の
他

と
く
に
な
い

未
回
答

N=830
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問9． あなたは、睡眠確保のために何か利用するものはありますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

 

 

 

 

 

 

図表１０【問９】睡眠確保 

 

 

 

 

  

睡眠確保のために何か利用したものとしては、「運動をする」（１６．４％）が最も多く、次いで「音

楽を聞く」（１２．４％）、「お酒（ビール、日本酒など）を飲む」（１１．４％）となっています。 

一方、「何もしない」は５６．９％となりました。 

  （ ％）

16.4

12.4 11.4

6.1
4.3

56.9

5.8

0.7

0

10

20

30

40

50

60

運
動
を
す
る

音
楽
を
聞
く

お
酒
（
ビ
ー
ル
、
日
本
酒

な
ど
）
を
飲
む

市
販
薬
、

睡
眠
薬
を
服
用
す
る

ア
ロ
マ
な
ど
の
香
料
を

使
用
す
る

何
も
し
な
い

そ
の
他

無
回
答

N=830
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問10． あなたは、以下の質問についてどのように思いますか。（それぞれ１つに○） 

① あなたは、悩みを抱えたときやストレスを感じたときに、誰かに相談することにためらいを感じますか。 

 

 

 

 

 

図表１１【問１０―①】相談することにためらいを感じる 

 

 

 

 

 

  

「そう思う」（１３．７％）と「どちらかというとそう思う」（２９．９％）を合わせた『誰かに相談

することにためらいを感じる』人の割合は４３．６％となっています。年代別でみると４０歳代で『誰

かに相談することにためらいを感じる』人の割合が５２．４％と最も高くなっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

13.7 

14.1 

13.6 

4.3 

20.3 

13.2 

18.3 

14.6 

11.2 

11.4 

29.9 

30.1 

30.1 

43.5 

18.8 

31.9 

34.1 

32.5 

25.2 

30.2 

21.9 

23.2 

21.3 

8.7 

24.6 

24.2 

23.8 

22.3 

23.8 

19.3 

28.1 

26.4 

29.9 

43.5 

27.5 

28.6 

22.2 

26.1 

35.7 

27.2 

4.7 

5.1 

3.8 

100.0 

8.7 

2.2 

1.6 

3.8 

4.2 

7.9 

1.7

1.1

1.4

0.6

4.0 

0 20 40 60 80 100

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない 無回答 （％）
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② あなたの不満や悩みやつらい気持ちを受け止め、耳を傾けてくれる人はいると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

図表１２【問１０―②】耳を傾けてくれる人はいると思う 

 

 

 

 

  

「そう思う」（４１．７％）と「どちらかというとそう思う」（３７．５％）を合わせた『耳を傾けて

くれる人がいる』と思う人の割合は７９．２％となっています。男性よりも女性の方が『耳を傾けて

くれる人がいる』と思う人の割合が高くなっています。年代別でみると１０歳代で『耳を傾けてくれ

る人がいる』と思う人の割合が９１．３％と最も高くなっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

41.7 

32.8 

49.1 

100.0 

60.9 

56.5 

47.3 

38.9 

40.8 

47.6 

31.2 

37.5 

42.9 

33.3 

30.4 

29.0 

39.6 

46.8 

35.7 

34.3 

38.1 

7.8 

7.7 

8.1 

8.7 

8.7 

5.5 

6.3 

10.2 

7.0 

8.4 

5.5 

7.2 

4.1 

2.9 

6.6 

4.8 

5.1 

5.6 

7.4 

6.0 

8.5 

3.8 

2.9 

1.1 

3.2 

7.6 

5.6 

10.9 

1.4

0.8

1.6

0.6

4.0 

0 20 40 60 80 100

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない 無回答 （％）
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③ 必要なとき、あなたに物質的・金銭的な支援をしてくれる人はいると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

図表１３【問１０―③】支援してくれる人がいると思う 

 

 

 

 

 

  

「そう思う」（３３．０％）と「どちらかというとそう思う」（３１．２％）を合わせた『支援をして

くれる』人がいる人の割合は６４．２％となっています。男性よりも女性の方が『支援をしてくれる』

人がいる人の割合が高くなっています。年代別でみると１０歳代で『支援をしてくれる』人がいる人

の割合が９１．３％と最も高くなっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

33.0 

23.7 

41.0 

50.0 

73.9 

50.7 

37.4 

33.3 

26.8 

29.4 

28.7 

31.2 

31.5 

31.4 

50.0 

17.4 

33.3 

38.5 

38.1 

35.0 

31.5 

20.8 

10.5 

14.1 

7.5 

8.7 

8.7 

7.7 

10.3 

12.1 

12.6 

10.9 

14.3 

19.2 

10.4 

5.8 

12.1 

14.3 

15.3 

16.1 

18.3 

9.2 

10.9 

7.7 

1.4 

4.4 

4.0 

10.2 

10.5 

16.8 

1.8

0.5

2.0 

0.6

4.5 

0 20 40 60 80 100

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない 無回答 （％）
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④ あなたが不満や悩みやつらい気持ちを受け止め、耳を傾けてあげる人は、周囲にいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

図表１４【問１０―④】耳を傾けてあげる人がいる 

 

 

 

 

  

「そう思う」（３２．７％）と「どちらかというとそう思う」（３８．７％）を合わせた『耳を傾けて

あげる』人がいる割合は７１．４％となっています。男性よりも女性の方が『耳を傾けてあげる』人

がいる割合が高くなっています。年代別でみると３０歳代で『耳を傾けてあげる』人がいる割合が８

５．７％と最も高くなっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

32.7 

27.2 

37.8 

47.8 

49.3 

30.8 

28.6 

31.2 

46.9 

21.8 

38.7 

37.9 

39.4 

100.0 

26.1 

34.8 

54.9 

43.7 

44.6 

30.8 

32.2 

8.2 

11.2 

5.9 

13.0 

8.7 

5.5 

15.1 

8.3 

4.9 

7.4 

6.9 

8.0 

6.1 

1.4 

7.7 

6.3 

4.5 

7.0 

11.4 

11.6 

14.7 

8.8 

13.0 

5.8 

1.1 

6.3 

10.8 

9.8 

22.3 

2.0 

1.1

2.0 

0.6

0.7

5.0 

0 20 40 60 80 100

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない 無回答 （％）



16 

 

⑤ 必要なときに、あなたが物質的・金銭的な支援をしてあげる人は、周囲にいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

図表１５【問１０―⑤】支援をしてあげる人がいる 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

25.2 

20.8 

29.2 

21.7 

33.3 

25.3 

22.2 

25.5 

39.2 

15.8 

29.9 

31.5 

29.0 

30.4 

23.2 

38.5 

37.3 

30.6 

28.0 

24.8 

13.7 

14.9 

12.9 

50.0 

17.4 

15.9 

20.9 

17.5 

17.2 

9.1 

8.4 

13.4 

15.5 

11.5 

50.0 

21.7 

17.4 

9.9 

14.3 

10.8 

9.8 

16.8 

15.4 

16.5 

14.7 

8.7 

10.1 

5.5 

8.7 

15.3 

13.3 

28.2 

2.4 

0.8

2.7 

0.6

0.7

5.9 

0 20 40 60 80 100

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない 無回答 （％）

「そう思う」（２５．２％）と「どちらかというとそう思う」（２９．９％）を合わせた『支援をして

あげる』人がいる割合は５５．１％となっています。男性よりも女性の方が『支援をしてあげる』人

がいる割合が高くなっています。年代別でみると６０歳代で『支援をしてあげる』人がいる割合が６

７．２％と最も高くなっています。 
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３ 自殺やうつに対する認識・考えについて 

 

問11． 我が国の自殺者数は長い間、毎年３万人を超え、この数年は３万人を下回っていますが、令和４

年においても、２万人以上の方が亡くなっています。 

あなたは、毎年、このように多くの方が自殺で亡くなっていることを知っていましたか。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

図表１６【問１１】自殺人数の認知度 

 

 

 

 

 

 

  

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

58.6 

62.7 

55.0 

50.0 

43.5 

47.8 

56.0 

54.8 

62.4 

66.4 

58.9 

39.3 

36.0 

42.5 

50.0 

56.5 

50.7 

44.0 

44.4 

36.3 

32.9 

36.1 

2.2 

1.3 

2.5 

1.4 

0.8 

1.3 

0.7 

5.0 

0 20 40 60 80 100

知っていた 知らなかった 無回答
（％）

「知っていた」が５８．６％、「知らなかった」が３９．３％となっています。女性よりも男性の方

が「知っていた」人の割合が高く、６２．７％となっています。年代別でみると６０歳代で「知って

いた」人の割合が６６．４％と最も高くなっています。 
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問12． あなたは、自殺対策に関する以下の事柄について知っていますか。次のａ～ｈのそれぞれについ

て、該当するもの１つだけに○をつけてください。（それぞれ１つに○） 

 

① こころの健康相談統一ダイヤル 

 

 

 

 

 

図表１７【問１２―①】こころの健康相談統一ダイヤル 

 

 

 

 

 

  

「内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある」が５１．３％と最も高く、次いで「知らなかっ

た」が３５．７％、「内容まで知っていた」が８．７％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

8.7 

8.5 

9.0 

13.0 

10.1 

14.3 

9.5 

8.3 

9.8 

5.0 

51.3 

48.0 

54.5 

50.0 

39.1 

33.3 

44.0 

51.6 

49.7 

58.0 

58.9 

35.7 

40.0 

32.1 

50.0 

47.8 

55.1 

41.8 

38.1 

39.5 

27.3 

27.2 

4.3 

3.5 

4.3 

1.4 

0.8 

2.5 

4.9 

8.9 

0 20 40 60 80 100

内容まで知っていた 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

（％）
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② よりそいホットライン 

 

 

 

 

 

図表１８【問１２―②】よりそいホットライン 

 

 

 

 

 

  

「知らなかった」が６０．６％と最も高く、次いで「内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがあ

る」が２８．８％、「内容まで知っていた」が４．２％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

4.2 

3.5 

5.0 

8.7 

4.3 

4.4 

5.6 

6.4 

2.8 

2.5 

28.8 

29.1 

29.0 

50.0 

26.1 

29.0 

25.3 

26.2 

28.0 

30.8 

32.2 

60.6 

62.1 

60.0 

50.0 

65.2 

65.2 

70.3 

66.7 

61.8 

60.1 

51.5 

6.4 

5.3 

6.1 

1.4 

1.6 

3.8 

6.3 

13.9 

0 20 40 60 80 100

内容まで知っていた 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

（％）
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③ いのちの電話 

 

 

 

 

 

図表１９【問１２―③】いのちの電話 

 

 

 

 

  

「内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある」が５７．０％と最も高く、次いで「内容まで知

っていた」が２０．１％、「知らなかった」が１８．０％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

20.1 

16.5 

23.3 

50.0 

26.1 

17.4 

25.3 

29.4 

24.8 

16.8 

11.9 

57.0 

55.5 

59.0 

50.0 

39.1 

52.2 

58.2 

55.6 

58.6 

67.1 

53.5 

18.0 

24.5 

12.7 

34.8 

29.0 

16.5 

14.3 

14.0 

13.3 

22.8 

4.9 

3.5 

5.0 

1.4 

0.8 

2.5 

2.8 

11.9 

0 20 40 60 80 100

内容まで知っていた 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

（％）
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④ 自殺総合対策推進センター 

 

 

 

 

 

図表２０【問１２―④】自殺総合対策推進センター 

 

 

 

 

 

  

「知らなかった」が７８．４％と最も高く、次いで「内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがあ

る」が１３．６％、「内容まで知っていた」が１．２％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

1.2 

1.6 

0.9 

2.4 

2.5 

1.4 

0.5 

13.6 

16.0 

12.0 

4.3 

13.0 

17.6 

11.1 

10.2 

11.2 

19.8 

78.4 

77.1 

80.3 

100.0 

95.7 

85.5 

82.4 

84.9 

83.4 

79.7 

65.3 

6.7 

5.3 

6.8 

1.4 

1.6 

3.8 

7.7 

14.4 

0 20 40 60 80 100

内容まで知っていた 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

（％）
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⑤ ゲートキーパー 

 

 

 

 

 

図表２１【問１２―⑤】ゲートキーパー 

 

 

 

 

 

 

  

「知らなかった」が８２．８％と最も高く、次いで「内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがあ

る」が８．２％、「内容まで知っていた」が２．９％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

2.9 

2.1 

3.6 

4.3 

4.3 

4.4 

5.6 

3.2 

2.8 

8.2 

10.7 

6.3 

8.7 

7.2 

12.1 

11.1 

10.2 

5.6 

5.9 

82.8 

82.7 

83.7 

100.0 

87.0 

87.0 

83.5 

81.7 

83.4 

84.6 

81.2 

6.1 

4.5 

6.3 

1.4 

1.6 

3.2 

7.0 

12.9 

0 20 40 60 80 100

内容まで知っていた 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

（％）
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⑥ 自殺対策基本法 

 

 

 

 

 

図表２２【問１２―⑥】自殺対策基本法 

 

 

 

 

 

  

「知らなかった」が７１．２％と最も高く、次いで「内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがあ

る」が１９．３％、「内容まで知っていた」が３．０％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

3.0 

2.9 

3.2 

8.7 

7.2 

5.5 

3.2 

1.9 

2.8 

1.0 

19.3 

22.4 

17.2 

10.1 

18.7 

25.4 

24.8 

16.1 

19.8 

71.2 

70.1 

72.6 

100.0 

91.3 

81.2 

75.8 

69.8 

70.1 

73.4 

65.3 

6.5 

4.5 

7.0 

1.4 

1.6 

3.2 

7.7 

13.9 

0 20 40 60 80 100

内容まで知っていた 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

（％）
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⑦ 自殺予防週間／自殺対策強化月間 

 

 

 

 

 

図表２３【問１２―⑦】自殺予防週間／自殺対策強化月間 

 

 

 

 

 

 

 

  

「知らなかった」が５９．４％と最も高く、次いで「内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがあ

る」が２８．６％、「内容まで知っていた」が５．９％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

5.9 

4.5 

7.2 

8.7 

7.2 

12.1 

8.7 

6.4 

2.8 

3.0 

28.6 

25.6 

31.2 

100.0 

8.7 

11.6 

28.6 

41.3 

35.7 

29.4 

23.8 

59.4 

64.8 

55.7 

82.6 

79.7 

58.2 

49.2 

54.8 

60.8 

60.4 

6.1 

5.1 

5.9 

1.4 

1.1 

0.8 

3.2 

7.0 

12.9 

0 20 40 60 80 100

内容まで知っていた 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

（％）
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⑧ みよし市独自の窓口、ＨＰなど 

 

 

 

 

 

図表２４【問１２―⑧】みよし市独自の窓口ＨＰなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「知らなかった」が６９．０％と最も高く、次いで「内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがあ

る」が２１．６％、「内容まで知っていた」が２．４％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

2.4 

1.1 

3.6 

4.3 

2.9 

4.4 

5.6 

1.3 

0.7 

1.5 

21.6 

20.8 

22.6 

21.7 

17.4 

26.4 

27.8 

21.7 

23.8 

16.3 

69.0 

72.5 

66.7 

100.0 

69.6 

75.4 

65.9 

64.3 

73.9 

68.5 

69.3 

7.0 

5.6 

7.0 

4.3 

4.3 

3.3 

2.4 

3.2 

7.0 

12.9 

0 20 40 60 80 100

内容まで知っていた 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

（％）
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問13． 自殺対策は自分自身に関わる問題だと思いますか。あなたのお考えに最も近いものに○をつ

けてください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

図表２５【問１３】自殺対策が自分に関係すると思う 

 

  

「そう思う」（１５．７％）と「どちらかというとそう思う」（１７．８％）を合わせた『自分自身の

問題だと感じる』人がいる割合は３３．５％となっています。女性よりも男性の方が『自分自身の問

題だと感じる』人がいる割合が高くなっています。年代別でみると２０歳代で『自分自身の問題だと

感じる』人がいる割合が４６．３％と最も高くなっています。 

 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

15.7 

15.2 

15.6 

50.0 

8.7 

24.6 

16.5 

16.7 

12.7 

13.3 

15.8 

17.8 

20.8 

15.8 

30.4 

21.7 

20.9 

24.6 

14.6 

15.4 

14.4 

22.4 

23.5 

21.5 

50.0 

30.4 

20.3 

27.5 

23.8 

24.8 

16.8 

20.8 

26.7 

28.0 

26.2 

26.1 

18.8 

23.1 

25.4 

24.8 

37.1 

27.7 

14.1 

10.9 

17.2 

4.3 

13.0 

12.1 

8.7 

21.0 

14.7 

15.3 

3.3 

1.6

3.6 

1.4

0.8

1.9

2.8

5.9 

0 20 40 60 80 100

そう思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない どちらともいえない 無回答 （％）
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問14． あなたは、これまでの人生のなかで、本気で自殺をしたいと考えたことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

図表２６【問１４】本気で自殺したいと思ったことがある 

 

  

「自殺しようと思ったことがある」人の割合は２２．２％となっています。性別で見ると男性(１８.

９％)よりも女性(２４.９％)の人が多く、年代別では２０歳代(３６.２％)が最も多くなっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

74.0 

78.4 

71.0 

50.0 

73.9 

62.3 

67.0 

68.3 

74.5 

82.5 

80.7 

22.2 

18.9 

24.9 

50.0 

21.7 

36.2 

33.0 

28.6 

22.9 

16.1 

11.4 

3.9 

2.7 

4.1 

4.3 

1.4 

3.2 

2.5 

1.4 

7.9 

0 20 40 60 80 100

自殺したいと思ったことがない 自殺したいと思ったことがある 無回答 （％）
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【① ～④は、問 14で「２ 自殺したいと思ったことがある」と回答した方にお聞きします。】 

① それはどのような事柄が要因ですか。（あてはまるものすべてに◯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２７【問１４―①】自殺を考えた要因 

 

 

  

男女に関すること

（失恋、恋愛、結婚をめぐる悩み  等）

家庭に関すること

（家族関係の不和、子育て、家族の介護・看病  等）

勤務に関すること

（転勤、仕事の不振、職場の人間関係、長時間労働  等）

学校問題

（いじめ、学業不振、教師との人間関係  等）

健康に関すること

（自分の病気の悩み、からだの悩み  等）

経済的な問題（倒産、事業不振、負債、失業  等）

新型コロナ感染症による生活様式の変化

性に関すること

（性自認・LGBTQ 等）

その他

答えたくない

無回答

38.0 

33.7 

22.8 

21.2 

11.4 

10.3 

2.7 

0.5 

10.9 

6.5 

2.2 

26.8 

43.7 

21.1 

18.3 

14.1 

8.5 

1.4 

0.0 

8.5 

8.5 

1.4 

46.4 

28.2 

24.5 

22.7 

10.0 

11.8 

3.6 

0.9 

10.9 

5.5 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

合計 N=184

男 N=71

女 N=110

その他 N=1

（％）

男性は「勤務に関すること(転勤、仕事の不振、職場の人間関係、長時間労働等)」(４３.７％)、「家

庭に関すること(家族関係の不和、子育て、家族の介護・看病)」(２６.８％)が多く、女性は「家庭

に関すること(家族関係の不和、子育て、家族の介護・看病)」(４６.４％)、「勤務に関すること(転

勤、仕事の不振、職場の人間関係、長時間労働等)」(２８.２％)が多くなっています。 

「新型コロナ感染症による生活様式の変化」は割合としては少なくなっていますが、男女別で見ると 

女性の割合が多くなっています。 
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② そのように考えた時、誰かに相談しましたか。（あてはまるものすべてに◯） 

 

 

 

 

 

図表２８【問１４―②】相談相手 

 

 

 

 

 

 

  

「相談したことがない」（５０．５％）が最も多く、次いで「同居の家族や親族」（２２．８％）、「友

人や同僚」（１５．８％）となっています。 

相

談

し

た

こ

と

は

な

い

同

居

の

家

族

や

親

族

友

人

や
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族

や

親

族

カ
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セ
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ー

か

か
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つ

け

の

病

院

の

医

師

公

的

機

関

の
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員

学
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の

先

生

や

職

場

の

上

司

恋

人

学

校

や

職

場

の

先

輩

・

後

輩

専

門

電

話

や

メ

ー

ル

相

談

員

か

か

り

つ

け

の

病

院

の

看

護

師

民

間

の

相

談

員

近

所

の

知

り

合

い

か

か

り

つ

け

の

薬

局

の

薬

剤

師

そ

の

他

無

回

答

50.5 

22.8 

15.8 

8.2 
6.5 6.5 

4.9 3.8 3.3 
1.1 1.1 0.5 0.5 0.0 0.0 

3.8 3.3 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

N=184

（％）
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③ あなたは１年以内に自殺したいと思ったことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

図表２９【問１４―③】１年以内に自殺したいと思ったことがある 

 

 

 

 

  

「はい」と回答した人の割合は２４．５％となっています。性別で見ると男性(１８．３％)よりも女

性(２８．２％)の人が多く、年代別では２０歳代(５２．０％)が最も多くなっています。 

 

合計 N=184

男 N=71

女 N=110

その他 N=1

16～19歳 N=5

20歳代 N=25

30歳代 N=30

40歳代 N=36

50歳代 N=36

60歳代 N=23

70歳以上 N=23

24.5 

18.3 

28.2 

100.0 

52.0 

26.7 

19.4 

22.2 

17.4 

21.7 

73.9 

78.9 

70.9 

100.0 

48.0 

73.3 

80.6 

75.0 

78.3 

73.9 

1.6 

2.8 

0.9 

2.8 

4.3 

4.3 

0 20 40 60 80 100

はい いいえ 無回答 （％）
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【③で「１ はい」と回答した方に】 

④ そのように考えたとき、どのようにして乗り越えましたか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

 

 

 

 

 

 

図表３０【問１４―④】乗り越え方 

 

 

 

 

 

 

  

「趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努めた」（３３．３％）が最も多く、次いで「家

族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもらった」（３１．１％）、「できるだけ休養を取

るようにした」（１７．８％）となっています。一方、「特に何もしなかった」人の割合は３５．６％

となっています。 

趣
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や
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ど
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士

や

司

法

書

士

、

公

的

機

関

の

相

談

員

等

、

悩

み

の

元

と
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野

の

専
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家

に

相

談

し

た

そ

の

他

特

に

何

も

し
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か

っ

た

無

回

答

33.3 

31.1 

17.8 

8.9 

0.0 

8.9 

35.6 

0.0 

0

5

10

15

20

25

30

35

40 N=45

（％）
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問15． あなたは、もしも身近な人から「死にたい」と打ち明けられたとき、どう対応するのが良いと思

いますか。（◯は１つ） 

 

 

 

 

 

図表３１【問１５】「死にたい」と相談された際の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ひたすら耳を傾けて聞く」（４４．８％）が最も多く、次いで「「死にたいぐらい辛いんだね」と共

感する」（１４．６％）、「「死んではいけない」と説得する」（９．３％）「「医師など専門家に相談し

た方が良い」と提案する」（９．３％）となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

1.2 

2.1 

0.5 

2.9 

0.6 

1.4 

2.5 

9.3 

12.5 

6.3 

8.7 

4.3 

11.0 

7.9 

8.9 

7.0 

13.4 

2.3 

4.0 

0.9 

8.7 

0.6 

2.1 

6.4 

5.1 

5.1 

5.0 

4.3 

3.3 

1.6 

1.3 

2.8 

13.4 

14.6 

11.7 

17.2 

17.4 

17.4 

16.5 

16.7 

16.6 

16.1 

7.9 

9.3 

10.1 

8.6 

50.0 

4.3 

7.2 

11.0 

11.1 

8.9 

11.2 

8.4 

44.8 

40.5 

48.9 

50.0 

39.1 

46.4 

57.1 

49.2 

52.2 

47.6 

29.2 

1.9 

2.1 

1.8 

4.3 

5.8 

2.4 

1.9 

2.1 

1.0 

8.6 

9.6 

7.7 

17.4 

10.1 

1.1 

9.5 

7.6 

7.7 

11.4 

3.0 

2.1 

3.2 

1.4 

1.6 

1.3 

2.1 

6.4 

0 20 40 60 80 100

相談に乗らない、もしくは、話題を変える 「死んではいけない」と説得する

「つまらないことを考えるな」と叱る 「がんばって生きよう」と励ます

「死にたいぐらい辛いんだね」と共感する 「医師など専門家に相談した方が良い」と提案する

ひたすら耳を傾けて聞く その他

わからない 無回答
（％）
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問16． もし仮に、あなたが今、家族など身近な人の「うつ病のサイン」に気づいたとき、専門の相談窓口

へ相談することを勧めますか。（◯は１つ） 

 

 

 

 

 

図表３２【問１６】「うつ病のサイン」に気づいたときの対応 

 

 

 

 

 

  

「勧める」と回答した人の割合は６７．５％となっています。性別で見ると女性(６４．３％)よりも

男性(７２．０％)が「勧める」人の割合が多く、年代別では６０歳代(７６．９％)で「勧める」人の

割合が最も多くなっています。 

 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

67.5 

72.0 

64.3 

100.0 

43.5 

63.8 

63.7 

65.1 

73.2 

76.9 

66.3 

3.1 

2.9 

3.2 

8.7 

7.2 

4.4 

4.8 

2.5 

1.4 

1.0 

26.3 

23.2 

29.4 

47.8 

27.5 

31.9 

28.6 

23.6 

18.9 

26.2 

3.1 

1.9 

3.2 

1.4 

1.6 

0.6 

2.8 

6.4 

0 20 40 60 80 100

勧める 勧めない わからない （％）
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問17． もし仮に、あなたが自分自身の「うつ病のサイン」に気づいた場合、以下の専門相談窓口のうち、

どれを利用したいと思いますか。（〇は最も近いものに１つ） 

 

 

 

 

 

 

図表３３【問１７】利用したい相談窓口 

 

 

 

 

  

「精神科や心療内科等の医療機関」（４６．３％）が最も多く、次いで「かかりつけの医療機関（精

神科や心療内科を除く）」（２０．２％）、「いのちの電話等民間機関の相談窓口」（７．８％）となっ

ています。一方で、「何も利用しない」人の割合は、１５．１％となっています。 

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

20.2 

21.1 

20.1 

8.7 

13.0 

13.2 

11.9 

15.9 

17.5 

39.6 

46.3 

44.5 

47.7 

100.0 

47.8 

52.2 

53.8 

56.3 

53.5 

51.7 

24.8 

4.3 

5.6 

3.4 

1.4 

4.4 

1.6 

3.2 

4.2 

8.9 

7.8 

8.0 

7.9 

11.6 

8.8 

11.1 

8.9 

6.3 

5.0 

2.2 

2.4 

2.0 

4.3 

1.4 

1.1 

0.8 

1.9 

4.9 

2.0 

15.1

15.7

14.7

34.8

17.4

18.7

15.9

15.9

13.3

10.9

4.1

2.7

4.1

4.3

2.9

2.4

0.6

2.1

8.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

かかりつけの医療機関（精神科や心療内科を除く） 精神科や心療内科等の医療機関

保健所等公的機関の相談窓口 いのちの電話等民間機関の相談窓口

その他 何も利用しない

無回答 （％）
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【問 17で「６ 何も利用しない」と回答された方におたずねします】 

問 17-1．何も利用しないのはなぜですか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

図表３４【問１７―１】何も利用しない理由 

 

 

 

 

  

「根本的な解決にならない」（４０.８％）が最も多く、次いで「相談することに抵抗がある」（４０.

０％）となっています。また女性では「相談することに抵抗がある」が５０.８％で、男性よりも２

２.０％多くなっています。 

時間の都合がつかない

うつ病は特別な人がかかる病気だから自分には関係ない

その他

無回答

根本的な解決にはならない

相談することに抵抗がある

どこに相談したらよいかわからない

お金がかかることは避けたい

治療をしなくても、ほとんどのうつ病は自然に治ると思う

過去に相談して嫌な思いをした

（％）

40.8 

40.0 

25.6 

14.4 

9.6 

6.4 

5.6 

3.2 

12.8 

0.8 

37.3 

28.8 

23.7 

13.6 

15.3 

1.7 

3.4 

5.1 

13.6 

1.7 

44.6 

50.8 

27.7 

15.4 

4.6 
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7.7 

1.5 

10.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

全体 N=125

男 N=59

女 N=65

その他 N=0
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問18． もし仮に、あなたの家族や身近な人がうつ病になった場合、あなたはどのように対応すると思

いますか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

図表３５【問１８】身内への対応 

 

 

 

 

 

 

  

「その人の悩みやつらい気持ち等を受け止め、耳を傾ける」（６８．４％）が最も多く、次いで「う

つ病に関して情報を得て、理解に努める」（４３．５％）、「安心して休養できるように職場との間を

取り持ったり、休職中の制度について情報を集めたりする」（３４．８％）となっています。 
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（％）
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４ 自殺対策全般について 

 

問19． 自殺対策は社会的な取組として実施する必要があると思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

図表３６【問１９】社会的な取組みの必要性 

 

 

 

 

 

 

  

合計 N=830

男 N=375

女 N=442

その他 N=2

16～19歳 N=23

20歳代 N=69

30歳代 N=91

40歳代 N=126

50歳代 N=157

60歳代 N=143

70歳以上 N=202

88.4 

88.0 

91.0 

100.0 

87.0 

88.4 

95.6 

90.5 

94.3 

95.1 

79.2 

7.2 

9.9 

5.2 

13.0 

11.6 

4.4 

8.7 

3.8 

4.2 

10.9 

4.3 

2.1 

3.8 

0.8 

1.9 

0.7 

9.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

必要がある 必要がない 無回答

（％）

「必要がある」と回答した人の割合は８８．４％となっています。性別で見ると、男性（８８．０％）、

女性(９１．０％)とどちらも９割前後となっており、年代別では７０歳代(７９．２％)を除きどの年

代も９割前後が「必要がある」と回答しています。 
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【問 19で「１ 必要がある」と回答した方に】 

問 19-1．そのように思うのはなぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

図表３７【問１９―１】社会的な取組みの必要性の理由 
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取

組
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社

会

を

良

い

方

向

に

変

え

る

こ

と

が

で

き

る

か

ら

様

々

な

社

会

制

度

や

慣

行

が

多

く

の

人

を

自

殺

に

追

い

込

ん

で

い

る

か

ら

自

殺

は

、

社

会

全

体

に

と

っ

て

大

き

な

損

失

に

な

る

か

ら

自

殺

す

る

人

が

可

哀

そ

う

だ

か

ら

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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0
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N=734

（％）

「自殺は、自殺した人の家族や周囲に大きな悲しみや困難をもたらすから」（６４．３％）が最も多

く、次いで「自殺は、すべての人にとって身近に存在する問題だから」（５８．２％）、「自殺者を減

らす取組は社会を良い方向に変えることができるから」（３４．６％）となっています。 
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問20． 今後、どのような自殺対策が重要だと考えますか。（あてはまるもの５つまでに○） 

 

 

 

 

 

 

図表３８【問２０】重要な自殺対策 

 

 

 

  

「学校等で命の大切さやこころの健康に関する学習の機会の充実」（５２.８％）が最も多く、次いで

「職場におけるメンタルヘルス対策の推進」（３６.０％）、「高齢者の孤立を防ぐ支援」（３５.８％）、

「様々な悩みに対応した相談窓口の設置と周知」（３５.５％）となっています。 

うつや統合失調症、依存症等の精神疾患に関する知識の普及

学校等で命の大切さやこころの健康に関する学習の機会の充実

職場におけるメンタルヘルス対策の推進

高齢者の孤立を防ぐ支援

様々な悩みに対応した相談窓口の設置と周知

精神科医や行政、相談機関等が連携した一体的な支援

自死遺族等の支援

その他

無回答

地域やコミュニティを通じた見守り・支え合い

様々な分野におけるゲートキーパーの養成

自殺したいと打ち明けられた時の対処法の周知

自殺未遂者への支援

インターネットにおける自殺関連情報の対策強化

危険な場所、薬品等の規制等

（％）

52.8 

36.0 

35.8 

35.5 

30.1 

26.5 

25.3 

24.8 

23.4 

16.5 

12.4 

9.9 

9.6 

3.9 

5.2 

0 20 40 60 80 100
N=830
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５ あなた自身のことについて 

 

Ｆ１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

 

 

 

図表３９【Ｆ１】性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢をお答えください。（令和 5年 9月 1日現在） 

 

 

 

図表４０【Ｆ２】年齢 

 

 

  2.8 
8.3 

11.0 

15.2 

18.9 

17.2 

24.3 

2.3 

16～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

N＝830

（％）

45.2 

53.3 

0.2 1.3 

男

女

その他

無回答

N＝830

（％）

「男」が４５．２％、「女」が５３．３％となっています。 

「７０歳代」が最も多く２４．３％、次いで「５０歳代」（１８．９％）となっています。 
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Ｆ３ 現在、同居している方はいますか。（○は１つ） 

 

 

 

図表４１【Ｆ３】同居の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｆ３で「 １ 」と回答された方におたずねします】 

Ｆ３－１ あなたの同居している家族構成をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

図表４２【Ｆ３－１】家族構成 

 

  

90.5

8.4

1.1

いる

いない

無回答

N＝830

（％）

79.2

52.2

18.2

3.9
5.1

1.2
0.1 1.1 0.1

配偶者

子・子の配偶者

父母・義父母

孫

兄弟姉妹

祖父母・義祖父母

その他の親族

その他

無回答

N＝751

（％）

現在、同居して「いる」方は９０．５％、同居して「いない」方は８．４％となっています。 

「配偶者」が最も多く７９．２％、次いで「子・子の配偶者」（５２．２％）となっています。 
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Ｆ４ あなたの職業をお答えください。（○は１つ） 

 

 

 

 

図表４３【Ｆ４】職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｆ４で「１～４」と回答した方におたずねします】 

Ｆ５ あなたの１週間の就業時間は何時間ですか。普段、残業や副業をしている場合はそれを含めた１週間の

合計でお答えください。（○は１つ） 

 

 

 

 

図表４４【Ｆ５】就業時間 

 

16.4 

10.8 

11.9 

35.2 

13.1 

5.7 

2.2 

3.7 

1.0 
20時間未満

20～29時間

30～39時間

40～49時間

50～59時間

60～79時間

80時間以上

決まっていない

無回答

N＝511

（％）

39.8 

18.0 

2.7 

1.2 

13.9 

16.3 

3.4 

2.7 2.3 勤めている（常勤）

勤めている（パート・アルバイト）

自営業

自由業

専業主婦・主夫

無職

学生

その他

無回答

N＝830

（％）

「努めている（常勤）」が最も多く３９．８％、次いで「勤めている（パート・アルバイト）」（１８．

０％）、「無職」（１６．３％）となっています。 

１週間の就業時間は、「４０～４９時間」が最も多く３５．２％、次いで「２０時間未満」（１６．４％）、

「５０～５９時間」（１３．１％）となっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料【調査票】 
  



 

 

みよし市こころの健康に関するアンケート 

 

市民の皆様には、日ごろから市政にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

この調査は、こころの健康に関する市民の皆様の現状や考えなどをお聞きし、総合的なここ

ろの健康づくりを推進するための基礎資料を得るために実施するものです。本市において、

このような調査は２回目となりますが、市全体の実情や傾向を把握するために、大変貴重な資

料となります。 

調査の実施にあたっては、1６歳以上の市民の方から 2000人を無作為で選ばせていただ

きました。 

本調査は無記名であり、結果については統計的な処理を行いますので、あなたの回答が外

部に漏れたり、ほかの目的に使用されたりすることは決してありません。 

調査の主旨にご理解をいただき、ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

令和５（2023）年９月 

みよし市長 小 山   祐 

 

◆ご記入についてのお願い◆ 

 

１ 回答は、宛名のご本人がお答えください。 

２ ご本人がご記入できない場合は、身近な方が、ご本人のご意見を聞きながら記入してください。 

３ お答えは、あてはまる番号を○で囲んでください。 

４ 質問によって、○をつける数を指定しておりますので、その範囲内でご記入ください。 

５ 「その他」をお選びになった場合は、（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

６ この調査は、ご回答者を無作為で抽出しているため、宛名のご本人の様子がわかりません。 

ご病気などでお答えいただけない場合や、読みたくない、回答したくない場合などは、無理にご 

記入していただく必要はありません。なお、回答しにくい設問がある場合は回答できる設問だけ 

ご記入ください。 

７ この調査の回答にかかる時間は約１０分です。 

８ この調査についてのお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

9 この調査はインターネットでも回答を受け付けております。パソコンやスマートフォン等で、下記 

のURLもしくはQRコードから回答ページにアクセスし、ID・パスワードを入力すると、アンケート 

にご回答いただけます。その場合は本調査票をご返送していただく必要はございません。尚、ID・ 

パスワードは回答の重複を避ける為のもので、個人を特定することはございません。 

◎回答後は返信用封筒に入れ、ポストに投函してください。（切手は不要です） 

【投函期限 令和５（2023）年9月30日（土）】 
 

みよし市 福祉部 保険健康課 

〒4７０―０２９５ みよし市三好町小坂５０番地 

電話＜０５６１＞７６－５８８０  ＦＡＸ＜０５６１＞３４－３３８８ 

                           Ｅ-mail hoken@city.aichi-miyoshi.lg.jp 
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Ⅰ あなたの健康と普段の生活について 

 

問1． あなたの現在のからだの健康状態についてどのように感じていますか。（○は１つ） 

１ 健康である 

２ おおむね健康である 

３ あまり健康でない 

４ 健康でない 

 

問2． あなたの現在のこころの健康状態についてどのように感じていますか。（○は１つ） 

１ 健康である 

２ おおむね健康である 

３ あまり健康でない 

４ 健康でない 

 

問3． あなたは、この１か月間くらいで、十分に睡眠がとれていますか。（○は１つ） 

１ 十分にとれている 

２ おおむねとれている 

３ あまりとれていない 

４ とれていない 

 

問4． あなたは、この１か月間くらいで、十分に休養がとれていますか。（○は１つ） 

１ 十分にとれている 

２ おおむねとれている 

３ あまりとれていない 

４ とれていない 

 

問5． あなたは生きがいがありますか。（○は１つ） 

１ ある ２ ない ⇒ 問 6へ 

 

【問５で「１ ある」と回答した方におたずねします】 

問5-1．あなたが生きがい（喜びや楽しみ）を感じるのはどのような時ですか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

１ 仕事に打ち込んでいる時 

２ 学校に行っている時 

３ 勉強や教養などに身を入れている時 

４ 趣味やスポーツに熱中している時 

５ 夫婦団らんのとき 

６ 家族と団らんのとき 

７ 友人や知人と食事、雑談をしている時 

８ テレビを見たり、ラジオを聴いている時 

９ 社会奉仕や地域活動をしている時 

10 旅行に行っている時 

11 他人から感謝された時 

12 収入があった時 

13 おいしい物を食べている時 

14 その他 

（               ） 

15 わからない 
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【すべての方におたずねします】 

問6． あなたは、この１年間で、地域のどのような活動に参加していますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

１ 自治会活動 

２ ＰＴＡ活動 

３ 子ども会活動 

４ いきいきクラブ活動 

５ 祭りなどの伝統的な活動 

６ 防災・防犯活動 

７ 環境美化活動 

８ 地域のスポーツクラブ活動・サークル活動 

９ 地域の趣味・教養のクラブ・サークル活動 

10 ボランティア活動 

11 その他（                ） 

12 参加したことがない 

 

 

Ⅱ 悩みやストレスについて 

 

問7． あなたはこの１か月間に日常生活で不満、悩み、苦労、ストレスなどがありましたか。 

（○は１つ） 

１ おおいにある 

２ 多少ある 

３ あまりない 

４ まったくない 

５ わからない 

 

 

問8． あなたは日常生活の不満、悩み、ストレスを解消するためにどのようなことをしますか。（あて

はまるものすべてに◯） 

１ 食べる 

２ 歌う 

３ 買い物をする 

４ 話す 

５ 運動をする 

６ 旅行をする 

７ 趣味を楽しむ 

８ 寝る 

９ お酒を飲む 

10 タバコを吸う 

11 テレビ、映画、ラジオをみたり、聞いたりする 

12 ギャンブルをする 

13 その他（                           ） 

 

14 とくにない 

 

 

問9． あなたは、睡眠確保のために何か利用するものはありますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

１ 何もしない 

２ 市販薬、睡眠薬を服用する 

３ お酒（ビール、日本酒など）を飲む 

４ アロマなどの香料を使用する 

５ 音楽を聴く 

６ 運動をする 

７ その他（             ） 
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問10． あなたは、以下の質問についてどのように思いますか。（それぞれ１つに○） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

①あなたは、悩みを抱えたときやストレスを感じたと
きに、誰かに相談することにためらいを感じます
か。 

１ ２ ３ ４ 5 

②あなたの不満や悩みやつらい気持ちを受け止め、耳

を傾けてくれる人はいると思いますか。 
１ ２ ３ ４ 5 

③必要なとき、あなたに物質的・金銭的な支援をして

くれる人はいると思いますか。 
１ ２ ３ ４ 5 

④あなたが不満や悩みやつらい気持ちを受け止め、耳

を傾けてあげる人は、周囲にいますか。 
１ ２ ３ ４ 5 

⑤必要なときに、あなたが物質的・金銭的な支援をし

てあげる人は、周囲にいますか。 
１ ２ ３ ４ 5 

 

 

 

 以下の「Ⅲ 自殺やうつに対する認識・考えについて」では、あなたの自殺やうつに関する意識等

についてお聞きします。回答を負担に感じる方は、回答していただかなくてもかまいません。その場合

は８ページの「Ⅳ 自殺対策全般について」から引き続きご回答ください。 

 

Ⅲ 自殺やうつに対する認識・考えについて 

 

問11． 我が国の自殺者数は長い間、毎年３万人を超え、この数年は３万人を下回っていますが、令和４

年においても、２万人以上の方が亡くなっています。 

あなたは、毎年、このように多くの方が自殺で亡くなっていることを知っていましたか。（○は

１つ） 

１ 知っていた ２ 知らなかった 
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問12． あなたは、自殺対策に関する以下の事柄について知っていますか。次のａ～ｈのそれぞれにつ

いて、該当するもの１つだけに○をつけてください。（それぞれ１つに○） 

 

内容まで知って

いた 

内容は知らなか

ったが、言葉は

聞いたことがあ

る 

知らなかった 

①こころの健康相談統一ダイヤル １ ２ ３ 

②よりそいホットライン １ ２ ３ 

③いのちの電話 １ ２ ３ 

④自殺総合対策推進センター １ ２ ３ 

⑤ゲートキーパー※ １ ２ ３ 

⑥自殺対策基本法 １ ２ ３ 

⑦自殺予防週間／自殺対策強化月間 １ ２ ３ 

⑧みよし市独自の窓口、ＨＰなど １ ２ ３ 

 

※ ゲートキーパー 

ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人の

ことです。 

悩みを抱えた人は、「人に悩みを言えない」、「どこに相談に行ったらよいかわからない」、「どのように解

決したらよいかわからない」等の状況に陥ることがあります。周囲が悩みを抱えた人を支援するために、

周囲の人々がゲートキーパーとして活動することが必要です。 

自殺対策におけるゲートキーパーの役割は、心理社会的問題や生活上の問題、健康上の問題を抱えて

いる人や、自殺の危険を抱えた人々に気づき適切にかかわることです。 

ゲートキーパーに求められる役割は、それぞれの領域によって多少異なります。 

地域のかかりつけの医師、保健師等をはじ

めとする精神保健福祉従事者、行政等の相談

窓口職員、関係機関職員、民生委員・児童委

員や保健推進委員、ボランティアなど、さまざ

まな人たちがゲートキーパーの役割を担うこと

が期待されています。 
 

主な相談機関 相談先 

心の電話みよし 

対象：小学生から 20歳未満の方とおうちの方 

0561-34-5874 毎週土曜日 正午～午後４時 

（祝日、年末年始は休み） 

こころの健康相談統一ダイヤル 0570-064-556 平日 18:30～22:30（22時まで受付） 

よりそいホットライン 0120-279-338 毎日 24時間 

なごやいのちの電話 052-931-4343 毎日 24時間 

いのちの電話インターネット相

談 

http://www.inochinodenwa-net.jp/ 

毎日 24時間 

あいちこころほっとライン 365 052-951-2881 毎日 9:00～20:30 

✜ゲートキーパーの役割✜ 

気づき：家族や仲間の変化に気づいて、声をかける 

傾 聴：本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける 

つなぎ：早めに専門家に相談するように促す 

見守り：温かく寄り添いながら、じっくりと見守る 
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問13． 自殺対策は自分自身に関わる問題だと思いますか。あなたのお考えに最も近いものに○をつ

けてください。（○は１つ） 

１ そう思う 

２ どちらかといえばそう思う 

３ あまりそう思わない 

４ そう思わない 

５ どちらともいえない 

 

 

問14． あなたは、これまでの人生のなかで、本気で自殺をしたいと考えたことがありますか。（○は１

つ） 

１ 自殺したいと思ったことがない  ⇒ 問 15へ 

２ 自殺したいと思ったことがある 

 

【①～④は、問 14で「２ 自殺したいと思ったことがある」と回答した方にお聞きします。】 

①それはどのような事柄が要因ですか。（あてはまるものすべてに◯） 

１ 家庭に関すること（家族関係の不和、子育て、家族の介護・看病 等） 

２ 健康に関すること（自分の病気の悩み、からだの悩み 等） 

３ 経済的な問題（倒産、事業不振、負債、失業 等） 

４ 勤務に関すること（転勤、仕事の不振、職場の人間関係、長時間労働 等） 

５ 男女に関すること（失恋、恋愛、結婚をめぐる悩み 等） 

６ 学校問題（いじめ、学業不振、教師との人間関係 等） 

7 性に関すること（性自認・LGBTQ 等） 

8 新型コロナ感染症による生活様式の変化 

9 その他（                                                ） 

10 答えたくない 

 

②そのように考えた時、誰かに相談しましたか。（あてはまるものすべてに◯） 

１ 相談したことはない 

２ 同居の家族や親族 

３ 別居の家族や親族 

４ 友人や同僚 

５ 恋人 

６ 近所の知り合い 

７ 学校や職場の先輩・後輩 

８ 学校の先生や職場の上司 

９ カウンセラー 

10 かかりつけの病院の医師 

11 かかりつけの病院の看護師 

12 かかりつけの薬局の薬剤師 

13 公的機関の相談員 

14 民間の相談員 

15 専門電話やメール相談員 

16 その他（                  ） 
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③あなたは１年以内に自殺したいと思ったことがありますか。（○は１つ） 

１ はい ２ いいえ ⇒問 15へ 

 

【③で「１ はい」と回答した方に】 

④そのように考えたとき、どのようにして乗り越えましたか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

１ 家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもらった 

２ 医師やカウンセラーなどこころの健康に関する専門家に相談した 

３ 弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、悩みの元となる分野の専門家に相談した 

４ できるだけ休養を取るようにした 

５ 趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努めた 

６ その他（                              ） 

７ 特に何もしなかった 

 

【すべての方におたずねします】 

問15． あなたは、もしも身近な人から「死にたい」と打ち明けられたとき、どう対応するのが良いと思

いますか。（◯は１つ） 

１ 相談に乗らない、もしくは、話題を変える 

２ 「死んではいけない」と説得する 

３ 「つまらないことを考えるな」と叱る 

４ 「がんばって生きよう」と励ます 

５ 「死にたいぐらい辛いんだね」と共感する 

６ 「医師など専門家に相談した方が良い」と提案する 

７ ひたすら耳を傾けて聞く 

８ その他（                               ） 

９ わからない 

 

以下に挙げた症状を「うつ病のサイン」といいます。 

【うつ病のサイン】 

○自分で感じる症状 

気分が沈む、悲しい、イライラする、集中力がない、好きなこともやりたくない、大事なこと

を先送りにする、物事を悪いほうへ考える、決断ができない、自分を責める、死にたくなる 

○周りから見てわかる症状 

表情が暗い、涙もろい、反応が遅い、落ち着きがない、飲酒量が増える 

○身体に出る症状 

眠れない、食欲がない、便秘がち、身体がだるい、疲れやすい、性欲がない、頭痛、動悸、胃

の不快感、めまい 

このような症状が２週間以上続く場合、うつ病の可能性があります。 
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問16． もし仮に、あなたが今、家族など身近な人の「うつ病のサイン」に気づいたとき、専門の相談窓

口へ相談することを勧めますか。（◯は１つ） 

１ 勧める ２ 勧めない ３ わからない 

 

問17． もし仮に、あなたが自分自身の「うつ病のサイン」に気づいた場合、以下の専門相談窓口のうち、

どれを利用したいと思いますか。（〇は最も近いものに１つ） 

１ かかりつけの医療機関（精神科や心療内科等を除く） 

２ 精神科や心療内科等の医療機関 

３ 保健所等公的機関の相談窓口 

４ いのちの電話等民間機関の相談窓口 

５ その他（                               ） 

６ 何も利用しない 

 

【問 17で「６ 何も利用しない」と回答された方におたずねします】 

問 17-1．何も利用しないのはなぜですか。（〇はいくつでも） 

１ 相談することに抵抗がある 

２ 時間の都合がつかない 

３ どこに相談したらよいかわからない 

４ 過去に相談して嫌な思いをした 

５ 根本的な解決にはならない 

６ うつ病は特別な人がかかる病気だから自分には関係ない 

７ 治療をしなくても、ほとんどのうつ病は自然に治ると思う 

８ お金がかかることは避けたい 

９ その他（                            ） 

 

【すべての方におたずねします】 

問18． もし仮に、あなたの家族や身近な人がうつ病になった場合、あなたはどのように対応すると思

いますか。（〇はいくつでも） 

１ その人の悩みやつらい気持ち等を受け止め、耳を傾ける 

２ 「気の持ちようだ」「がんばれ」と励ます 

３ そっとして関わらないようにする 

４ 安心して休養できるように職場との間を取り持ったり、休職中の制度について情報を

集めたりする 

６ 仕事等の役割を変わる 

７ うつ病に関して情報を得て、理解に努める 

８ その他（                               ） 

９ わからない 
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Ⅳ 自殺対策全般について 

 

問19． 自殺対策は社会的な取組として実施する必要があると思いますか。（○は１つ） 

１ 必要がある ２ 必要がない ⇒問 20へ 

 

【問 19で「１ 必要がある」と回答した方に】 

問 19-1．そのように思うのはなぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 自殺は、すべての人にとって身近に存在する問題だから 

２ 自殺は、自殺した人の家族や周囲に大きな悲しみや困難をもたらすから 

３ 自殺は、社会全体にとって大きな損失になるから 

４ 様々な社会制度や慣行が多くの人を自殺に追い込んでいるから 

５ 自殺者を減らす取組は社会を良い方向に変えることができるから 

６ 自殺する人が可哀そうだから 

７ わからない 

 

【すべての方におたずねします】 

問20． 今後、どのような自殺対策が重要だと考えますか。（あてはまるもの５つまでに○） 

１ 学校等で命の大切さやこころの健康に関する学習の機会の充実 

２ 様々な分野におけるゲートキーパーの養成 

３ 地域やコミュニティを通じた見守り・支え合い 

４ 様々な悩みに対応した相談窓口の設置と周知 

５ 危険な場所、薬品等の規制等 

６ 自殺未遂者への支援 

７ 自死遺族等の支援 

８ 高齢者の孤立を防ぐ支援 

９ うつや統合失調症、依存症等の精神疾患に関する知識の普及 

10 職場におけるメンタルヘルス対策の推進 

11 自殺したいと打ち明けられた時の対処法の周知 

12 インターネットにおける自殺関連情報の対策強化 

13 精神科医や行政、相談機関等が連携した一体的な支援 

14 その他（                         ） 
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Ⅴ あなた自身のことについておたずねします。 

 

Ｆ１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

１ 男 ２ 女 ３ その他 

 

Ｆ２ あなたの年齢をお答えください。（令和 5年 9月 1日現在） 

（                  ）歳   

 

Ｆ３ 現在、同居している方はいますか。（○は１つ） 

１ いる ２ いない 

 

【Ｆ３で「 １ 」と回答された方におたずねします】 

Ｆ３－１ あなたの同居している家族構成をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１ 配偶者 

２ 子・子の配偶者 

３ 父母・義父母 

４ 孫 

５ 兄弟姉妹 

６ 祖父母・義祖父母 

７ その他の親族 

８ その他（          ） 

 

Ｆ４ あなたの職業をお答えください。（○は１つ） 

１ 勤めている（常勤） 

２ 勤めている（パート・アルバイト） 

３ 自営業（事業経営・個人商店など） 

４ 自由業（個人で、自分の専門的知識や技術を生かした職業に従事） 

５ 専業主婦・主夫 

６ 無職 

７ 学生 

８ その他（                 ） 

 

【Ｆ４で「１～４」と回答した方におたずねします】 

Ｆ５ あなたの１週間の就業時間は何時間ですか。普段、残業や副業をしている場合はそれを含め

た１週間の合計でお答えください。（○は１つ） 

１ 20時間未満 

２ 20～29時間 

３ 30～39時間 

４ 40～49時間 

５ 50～59時間 

６ 60～79時間 

７ 80時間以上 

８ 決まっていない 

 

  

「最後に」へ 
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最後に こころの健康や自殺予防の対策等について、お気づきの点やご意見等がありましたら記入し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただきまして、ありがとうございました。 

同封の返信用封筒（切手不要）に入れて 9月 30日（土）までに 

投函してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


